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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＵＶの危険性に対して眼鏡レンズによって提供される保護に関して前記眼鏡レンズ（１
）を評価する方法であって、それにより、眼鏡レンズのないＵＶ暴露に対して、前記眼鏡
レンズの着用者の目に当たる総ＵＶ量の減少を定量化するための指標値（Ｅ－ＳＰＦ）が
計算され、前記方法が、以下のステップ、
　／１／　決定されたＵＶ波長領域（ＵＶＡ＆ＵＶＢ）にわたり、各波長値（λ）用の危
険性（Ｓ（λ））及び強度（Ｅｓ（λ））を定量化するために重み付けされたスペクトル
透過値（τ（λ））を積分することによって取得される、前記眼鏡レンズ（１）用のＵＶ
透過（τＵＶ）値を提供するステップと、
　／２／　前記眼鏡レンズ（１）の背面（１ｂ）におけるＵＶ反射（ＲＵＶ）値を提供す
るステップであって、前記ＵＶ反射が、前記眼鏡レンズの前記背面に関係する、且つ前記
決定されたＵＶ波長領域（ＵＶＡ＆ＵＶＢ）にわたり各波長値（λ）用の前記危険性（Ｓ
（λ））及び強度（Ｅｓ（λ））を定量化するために重み付けされたスペクトル反射値（
Ｒ（λ））を積分することによって取得されるステップと、
　／３／　前記ＵＶ透過及びＵＶ反射用の非ゼロの正係数（β、α）をそれぞれ備えた加
法公式を用いて、前記眼鏡レンズ（１）のＵＶ透過（τＵＶ）及びＵＶ反射（ＲＵＶ）の
両方の値を組み合わせるステップと、
　／４／　ステップ／３／において取得された結果で割られた非ゼロの基本数（ＢＮ）か
ら前記指標値（Ｅ－ＳＰＦ）を計算するステップと、
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を含む方法。
【請求項２】
　ステップ／４／において計算された前記指標値（Ｅ－ＳＰＦ）が、前記加法公式を用い
て前記眼鏡レンズ（１）の前記ＵＶ透過（τＵＶ）値及びＵＶ反射（ＲＵＶ）値の前記組
み合わせ用にステップ／３／で取得された前記結果で割られた前記基本数（ＢＮ）に等し
い、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記加法公式において、前記眼鏡レンズの前記ＵＶ透過（τＵＶ）を、前記ＵＶ透過（
τＵＶ）用に用いられるスケールによる最大値と置き換える場合に、かつ又前記眼鏡レン
ズの前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）をゼロと置き換える場合に、前記加法公式の結果が１であっ
てもよく、
　前記眼鏡レンズ（１）の前記ＵＶ透過（τＵＶ）値及び前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）値を用
いる場合の前記加法公式の前記結果が、眼鏡レンズのない前記着用者と比較した、前記着
用者が前記眼鏡レンズを着用している場合の前記全体的なＵＶへの目の暴露用の減少係数
と等しい、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　ステップ／１／及び／２／における、各波長値（λ）の強度（Ｅｓ（λ））の定量化が
、前記眼鏡レンズ（１）の前記スペクトル透過（τ（λ））値及びスペクトル反射（Ｒ（
λ））値用の重み関数内の係数として、太陽スペクトル照射の値を用いることによって実
行される、請求項１～３の何れか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＶ透過（τＵＶ）が、前記眼鏡レンズ（１）上へのＵＶ光線の３０°未満の入射
角（ｉＴ）における第１の値用にステップ／１／で提供され、前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）が
、前記眼鏡レンズの前記背面（１ｂ）上へのＵＶ光線の１３５°～１６０°の入射角（ｉ

Ｒ）における第２の値用にステップ／２／で提供され、前記入射角（ｉＴ、ｉＲ）が、前
記眼鏡レンズの前方に向けられた基準方向（ＦＤ）から測定される、請求項１～４の何れ
か一項に記載の方法。
【請求項６】
　ステップ／３／で用いられる前記眼鏡レンズ（１）における前記ＵＶ透過（τＵＶ）用
の前記係数（β）の、前記基本数（ＢＮ）に対する比率が、０．０１～１の範囲である、
請求項１～５の何れか一項に記載の方法。
【請求項７】
　ステップ／３／で用いられる前記眼鏡レンズ（１）の前記背面（１ｂ）における前記Ｕ
Ｖ反射（ＲＵＶ）用の前記係数（α）の、前記基本数（ＢＮ）に対する比率が、０．０１
～１の範囲である、請求項１～６の何れか一項に記載の方法。
【請求項８】
　ステップ／３／において前記眼鏡レンズ（１）用に用いられる前記ＵＶ透過（τＵＶ）
及び前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）用の前記係数（β、α）が、昼間における照度パラメータ、
前記眼鏡レンズと共に用いられる眼鏡フレームのサイズ及び着用パラメータ、並びに前記
眼鏡レンズの基本パラメータを含むリストにおいて選択されるパラメータ用の基準値を用
いて、前記着用者の目に当たる直接太陽ＵＶ強度及び着用者の頭の裏側から前記眼鏡レン
ズ（１）の背面（１ｂ）に当たる直接太陽ＵＶ強度用にそれぞれ実行される光度測定から
取得される、請求項１～７の何れか一項に記載の方法。
【請求項９】
　ステップ／３／において前記眼鏡レンズ（１）用に用いられる前記ＵＶ透過（τＵＶ）
及び前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）用の前記係数（β、α）が、太陽時、前記着用者の頭の方位
、前記着用者の頭の傾斜、季節、年内の日付、地球上の緯度の中から選択される照度パラ
メータにおける変化するいくつかのパラメータを用いて実行される平均測定結果から取得
される、請求項１～８の何れか一項に記載の方法。
【請求項１０】
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　ステップ／３／において用いられる加法公式が、α・ＲＵＶ＋β・τＵＶ＋γであり、
ここで、
　τＵＶ及びＲＵＶが、それぞれ、前記眼鏡レンズ（１）の前記ＵＶ透過及び前記ＵＶ反
射であり、
　α及びβが、それぞれ、前記眼鏡レンズ（１）の前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）及び前記ＵＶ
透過（τＵＶ）用の前記係数であり、
　γが一定値である、請求項１～９の何れか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記加法公式における前記眼鏡レンズ（１）の前記ＵＶ反射（ＲＵＶ）値及び前記ＵＶ
透過（τＵＶ）値の前記係数（α、β）が、両方とも１に等しくてもよく、前記一定値（
γ）がゼロである、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記一定値（γ）が非ゼロであり、かつ着用者の目に入る前に拡散される太陽ＵＶ放射
を含むＵＶ強度量の、昼間における基準状態で実行された測定から取得される、請求項１
０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記一定値（γ）を取得するために測定される前記ＵＶ強度量が、前記眼鏡レンズを前
記着用者が着用している場合に、前記眼鏡レンズ（１）と共に用いられるフレームの周囲
エッジの外を通過した後で直接太陽ＵＶ放射が前記着用者の目に入るような入射方向を備
えた前記直接太陽ＵＶ放射を更に含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記加法公式の前記結果が、昼間における屋外の照度状態をシミュレートするために設
計された卓上光度計を用いて、前記眼鏡レンズ（１）で実行された測定から直接取得され
る、請求項１～１３の何れか一項に記載の方法。
【請求項１５】
　ステップ／１／及び／２／において用いられる、前記決定されたＵＶ波長領域が、２８
０ｎｍ～３８０ｎｍの第１の領域、２８０ｎｍ～４００ｎｍの第２の領域、３１５ｎｍ～
３８０ｎｍの第３の領域、又は２８０ｎｍ～３１５ｎｍの第４の領域を含むリストにおい
て選択される、請求項１～１４の何れか一項に記載の方法。
【請求項１６】
　ＵＶの危険性に対して眼鏡レンズのそれぞれによって提供される保護に関して前記眼鏡
レンズのセットを分類する方法であって、以下のステップ、
　－　前記眼鏡レンズにおける各眼鏡レンズ用に、請求項１～１５の何れか一項に記載の
評価方法を実行することによって、それぞれの指標値（Ｅ－ＳＰＦ）を計算するステップ
と、
　－　前記眼鏡レンズ用にそれぞれ取得された前記指標値を互いに比較するステップと、
を含む方法。
【発明の詳細な説明】
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　〔技術分野〕
　本発明は、ＵＶの危険性からの保護に関して眼鏡レンズを評価する方法及び又眼鏡レン
ズセットを分類する方法に関する。
【０００２】
　〔背景技術〕
　人の目に対するＵＶ放射による危険性は、長い期間にわたって疑われ、研究されてきた
。例えば、米国特許第５，９４９，５３５号明細書は、目へのＵＶ放射によって引き起こ
される可能性があるいくつかの損傷の提示を含む。日常生活において、遭遇するＵＶ放射
の殆どは、太陽から生じるが、しかし既存の人工光源のいくつかも又、かなりの量のＵＶ
放射を生成する。
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【０００３】
　アイウェアが、ＵＶの危険性に対する保護を着用者に提供できることが又知られている
。例えば、既に言及した米国特許第５，９４９，５３５号明細書は、特にＵＶ領域におけ
る、アイウェアの太陽放射保護能力に従うアイウェアの評価を開示する。次に、ＵＶの危
険性に対するアイウェアの保護効率を定量化する数値を使用者に提供することによって、
アイウェアの使用者に、その保護効率を通知することができる。この先行技術文献で開示
された評価方法は、次の値の少なくとも２つに基づいている。即ち、２８０ｎｍ（ナノメ
ートル）～４００ｎｍのＵＶ波長領域における各眼鏡レンズ用の第１の透過値、４００ｎ
ｍ～５００ｎｍの青色波長領域における各眼鏡レンズ用の第２の透過値、及び眼鏡レンズ
を着用者の顔に保持するフレームのまわりから目に達する入射光の量を定量化するための
更なる値である。より正確には、この最後の値は、眼鏡レンズを通してフィルタリングさ
れることも、アイウェアフレームによって吸収又は反射されることもなく目に達する外部
光を表す。
【０００４】
　しかしこの周知の評価方法は、アイウェア着用者の目に入る総ＵＶ放射量を全ての状況
において適切に定量化するわけではない。特に、かなりの放射量が目に入るが、しかしこ
の方法によって考慮されないいくつかの状況が存在する。
【０００５】
　〔発明の概要〕
　〔発明が解決しようとする課題〕
　従って、本発明の目的は、眼鏡レンズによってもたらされる、ＵＶの危険性に対する保
護をより有意に定量化する眼鏡レンズの評価を提供することである。特に、評価は、実際
に発生するＵＶへの目の暴露における殆どの状況を考慮するべきである。
【０００６】
　本発明の別の目的は、眼鏡レンズを入手するつもりの顧客が容易に直接理解できる、Ｕ
Ｖ保護に関して眼鏡レンズを評価するための値を提供することである。
【０００７】
　本発明の更に別の目的は、特に、適切な光学値を測定及び／又は計算することによって
容易に決定できる、ＵＶ保護に関する眼鏡レンズ用の評価値を提供することである。
【０００８】
　〔課題を解決するための手段〕
　これらの目的や他の目的を満たすために、本発明の第１の態様は、眼鏡レンズ、即ちＵ
Ｖの危険性に対してその眼鏡レンズによって提供される保護に関して眼鏡レンズを評価す
る方法であって、それによって、指標値が、眼鏡レンズのないＵＶ暴露に対して、眼鏡レ
ンズの着用者用に目に当たる総ＵＶ量の減少を定量化するために計算され、方法が以下の
ステップ、
　／１／　決定されたＵＶ波長領域にわたり、各波長値用の危険性及び強度を定量化する
ために重み付けされたスペクトル透過値を積分することによって取得される、眼鏡レンズ
用のＵＶ透過値を提供するステップと、
　／２／　眼鏡レンズの背面におけるＵＶ反射値を提供するステップであって、ＵＶ反射
が、眼鏡レンズの背面に関係する、且つ決定されたＵＶ波長領域にわたり各波長値用の危
険性及び強度を定量化するために重み付けされたスペクトル反射値を積分することによっ
て取得されるステップと、
　／３／　ＵＶ透過及びＵＶ反射用の非ゼロの正係数をそれぞれ備えた加法公式を用いて
、眼鏡レンズのＵＶ透過及びＵＶ反射の両方の値を組み合わせるステップと、
　／４／　ステップ／３／において取得された結果で割られた基本数から指標値を計算す
るステップと、
を含む方法を提案する。
【０００９】
　従って、本発明の評価方法は、ＵＶ放射への変化する目の暴露状態を考慮することに効
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率的である。これらの状態の第１の状態は、着用者の顔がＵＶ光源の方へ向けられている
場合に発生する。次に、眼鏡レンズを通したＵＶ放射の透過は、ＵＶ放射への着用者の目
の主な暴露モードであり、この寄与は、加法公式に含まれる眼鏡レンズのＵＶ透過値を通
して指標値に関係する。
【００１０】
　しかし、第２の暴露状態も又、着用者の顔が、例えば、ＵＶ光源の方向と着用者の顔の
前方方向との間で、１３５°～１６０°の角度で、ＵＶ光源から離れるように向けられた
場合に発生する。かかる状態において、ＵＶ放射は、眼鏡レンズを通って目へと透過され
ないが、しかしいくらかの放射は、主として両方の外側部において着用者の頭のまわりで
ＵＶ光源から眼鏡レンズの背面に当たり、眼鏡レンズによって目へと反射される。この他
の暴露モードは、眼鏡レンズを通した透過を含む暴露モードとは別個であり、又着用者が
眼鏡レンズを着用している場合に、ＵＶへの目の暴露に関係する。本発明によれば、この
反射に基づいた暴露モードは又、加法公式に同様に含まれるＵＶ反射値を通して指標値に
関係する。
【００１１】
　従って、本発明の評価方法は、眼鏡レンズを通した放射透過、しかし又眼鏡レンズの背
面による放射反射ゆえのＵＶへの目の暴露状態を考慮することに効率的である。
【００１２】
　任意選択的に、指標値は、オフセット又は補正項を更に実行することによって、眼鏡レ
ンズのＵＶ透過値及びＵＶ反射値を書き込まれた加法公式の結果に対する基本数の比率か
ら、ステップ／４／において取得してもよい。かかるオフセット又は補正項は、加法公式
の結果に対する基本数の比率に追加してもよい。それは、眼鏡レンズに対するＵＶ光源の
位置、眼鏡フレームパラメータ、着用者の人相学的パラメータ、レンズサイズ及び曲率パ
ラメータなどの幾何学的パラメータに依存し得る。
【００１３】
　好ましくは、ステップ／４／において計算される指標値は、加法公式を用いた眼鏡レン
ズのＵＶ透過値及びＵＶ反射値の組み合わせ用にステップ／３／で取得された結果で割ら
れた基本数に等しくてもよい。
【００１４】
　本発明の好ましいインプリメンテーションにおいて、加法公式の結果は、この公式にお
いて、眼鏡レンズのＵＶ透過を、ＵＶ透過用に用いられるスケールによる最大値と置き換
える場合に、かつ又眼鏡レンズのＵＶ反射をゼロと置き換える場合に、１であってもよい
。次に、眼鏡レンズのＵＶ透過値及びＵＶ反射値を用いる場合の加法公式の結果は、着用
者が眼鏡レンズを着用している場合に、眼鏡レンズなしの着用者と比較して、全体的なＵ
Ｖへの目の暴露に対する減少係数と等しくてもよい。換言すれば、加法公式の結果は、日
常生活においてＵＶの危険性に対して目を保護するための眼鏡レンズの効率を定量化する
。本発明によって提供される指標値のかかる意味は、理解するのが容易で簡単である。
【００１５】
　本発明は、自然又は人工の任意のＵＶ光源に関係する、即ちステップ／１／及び／２／
において用いられる重み関数がこのＵＶ光源に対応するならば、自然又は人工の任意のＵ
Ｖ光源に関係する危険性に対して眼鏡レンズを評価するために使用し得る。これは、眼鏡
レンズのスペクトル透過値及び反射値用の重み関数が、実際のＵＶ光源に対応するスペク
トル照射値に基づくことを含む。太陽が、考慮されるＵＶ光源である場合に、ステップ／
１／及び／２／における各波長値の強度の定量化は、眼鏡レンズのスペクトル透過値及び
スペクトル反射値用の重み関数内の係数として、太陽スペクトル照射の値を用いることに
よって実行してもよい。
【００１６】
　好ましくは、ステップ／３／において用いられる加法公式は、α・ＲUV＋β・τUV＋γ
であってもよく、ここでτUV及びＲUVは、それぞれ、眼鏡レンズのＵＶ透過及びＵＶ反射
であり、α及びβは、それぞれ、眼鏡レンズのＵＶ反射及びＵＶ透過用の係数であり、γ
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は、一定値である。一定値γは、非ゼロであってもよい。次に、それは、着用者の目に入
る前に拡散される太陽ＵＶ放射を含むＵＶ強度量を表してもよい。このＵＶ強度量は又、
直接太陽ＵＶ放射、即ち、着用者が眼鏡レンズを着用している場合に、この放射が、眼鏡
レンズと共に用いられるフレームの周囲エッジの外側を通過した後で着用者の目に入るよ
うな入射方向を備えた直接太陽ＵＶ放射を含んでもよい。両方の場合に、一定値γは、着
用者の目に入る前に拡散される太陽ＵＶ放射を含む、かつ又恐らく眼鏡レンズのまわりか
ら着用者の目に入る直接太陽ＵＶ放射を含むＵＶ強度量の、昼間における基準状態で実行
される測定から取得してもよい。
【００１７】
　本発明の好ましい代替インプリメンテーションにおいて、加法公式における眼鏡レンズ
のＵＶ反射値及びＵＶ透過値の係数は、両方とも１に等しくてもよく、一定値は、ゼロで
あってもよい。そのとき、非常に単純な計算が、任意の眼鏡レンズ用の指標値につながる
。
【００１８】
　両方のステップ／１／及び／２／において用いられる、決定されたＵＶ波長領域は、２
８０ｎｍ～３８０ｎｍの第１の領域、２８０ｎｍ～４００ｎｍの第２の領域、３１５ｎｍ
～３８０ｎｍの第３の領域、又は２８０ｎｍ～３１５ｎｍの第４の領域の何れかであって
もよい。
【００１９】
　本発明の第２の態様は、ＵＶの危険性に対して眼鏡レンズセットのそれぞれによって提
供される保護に関して眼鏡レンズセットを分類する方法であって、方法が、以下のステッ
プ、
　－　眼鏡レンズにおける各眼鏡レンズ用に、上記のような評価方法を実行することによ
って、それぞれの指標値を計算するステップと、
　－　眼鏡レンズ用にそれぞれ取得された指標値を互いに比較するステップと、
を含む方法を提案する。
【００２０】
　従って、眼鏡レンズの１つを取得するつもりの顧客は、ＵＶの危険性に対する眼鏡レン
ズのそれぞれの保護効率に関する明瞭な情報に基づいて眼鏡レンズを選択することができ
る。顧客は、裸眼状態と比較された各眼鏡レンズの絶対的な保護効率を認識しながら、眼
鏡レンズの指標値に関して眼鏡レンズを分類することができる。
【００２１】
　ここで、今列挙する図に関連して、非限定的なインプリメンテーション用に本発明を詳
細に説明する。
【００２２】
　〔図面の簡単な説明〕
　図１は、眼鏡レンズ着用者の目に当たる放射流を示す。
【００２３】
　図２ａおよび図２ｂは、眼鏡レンズ用のＵＶ透過値及びＵＶ反射値を計算するための数
式を再現する。
【００２４】
　図２ｃは、本発明のインプリメンテーションにおいて使用可能なスペクトル重み値を含
む表である。
【００２５】
　図３ａおよび図３ｂは、本発明に従って指標値を計算するのに適した可能な数式を再現
する。
【００２６】
　〔発明を実施するための形態〕
　明確にするために、図１に表された要素は、実際の寸法に関連した大きさにされること
も、実際の寸法の比率に関連した大きさにされることもない。更に、異なる図で用いられ
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る同じ文字は、同一の意味を有する。
【００２７】
　地球大気を透過される太陽放射のＵＶ部分は、２つの波長領域、即ち、可視領域との境
界における３８０ｎｍ（ナノメートル）から下へ３１５ｎｍまでの波長値に対応するＵＶ
Ａ、及び３１５ｎｍから下へ２８０ｎｍまでの波長値用のＵＶＢに通常分割される。ＵＶ
Ｃと表示される２８０ｎｍ未満の波長を備えた、太陽から生じるＵＶ放射は、大気のオゾ
ンによって吸収され、その結果、殆どの人々が遭遇しない例外的な状況を除いて、日常生
活では誰もＵＶＣにさらされない。更に、３８０ｎｍ～４００ｎｍ間に含まれる波長を備
えた放射も又、ＵＶ領域に属すると見なされ得る。しかしながら、以下の詳細な説明にお
いて、別段の表示がなければ、太陽放射に関して考慮されるＵＶ波長領域は、２８０ｎｍ
～３８０ｎｍに及び得るが、しかし本発明は、他のＵＶ領域に適用してもよい。
【００２８】
　周知の方法で、ＵＶＡ放射は、人の目の水晶体によって吸収され、ＵＶＢ放射の主要な
部分は、角膜によって吸収される。周知の眼病理が、これらのＵＶ放射に関係し、その結
果、ＵＶ暴露に対する目の保護が、関心の高まる問題になる。特に、ＵＶＢ放射は、ＵＶ
Ａ放射より危険であることが知られている。本発明は、計算及び理解が簡単だが意味のあ
る方法で、スペクタクル眼鏡レンズなどの眼鏡レンズ用のかかる保護を定量化することを
目指す。
【００２９】
　本発明は、眼鏡レンズの基本材料が何であっても、即ち無機、有機又はハイブリッドで
あっても、任意のスペクタクル眼鏡レンズ、即ち屈折異常補正眼鏡レンズ、累進屈折力眼
鏡レンズ、多焦点眼鏡レンズ、度の入っていない眼鏡レンズ、サングラスなどに適用され
る。本発明は又、眼鏡レンズの光学面、即ち眼鏡レンズの前面、背面、前面及び背面の両
方、並びに／又は恐らく前面と背面との間に位置する眼鏡レンズの追加の境界面の少なく
とも１つに、１つ又は複数のコーティング又は層を設けられた眼鏡レンズに適用される。
特に、本発明は、眼鏡レンズの背面における反射がいくつかの状況で重要であることが後
で示されるように、眼鏡レンズの背面に反射防止コーティングを設けられた眼鏡レンズに
適用される。
【００３０】
　本発明は又、眼鏡レンズの曲率、フレームの正確な形状、特にフレームの外側部、フレ
ームの材料等が何であっても、ゴーグル用眼鏡レンズに適用される。特に、本発明は、単
一の細長い眼鏡レンズが、着用者の両眼の前を連続的に延びる構成と適合する。本発明は
又、ＵＶ透過性又はＵＶ阻止性であるフレームの外側部と適合する。
【００３１】
　図１は、眼鏡レンズ着用者の目に当たるいくつかの放射フローを概略的に示す。参照番
号１、１ａ及び１ｂは、それぞれ、眼鏡レンズ、その正面及びその背面を示す。ここで放
射フローを列挙する。
【００３２】
　Ｔ：太陽から直接生じ、且つ前面１ａから背面１ｂへと眼鏡レンズ１を透過し、その後
、目に達する放射。
【００３３】
　Ｒ：太陽から直接生じ、且つ眼鏡レンズ１の背面１ｂで反射され、その後、目に達する
放射。
【００３４】
　Ｄ1：太陽から直接生じ、眼鏡レンズ１の周辺エッジ及び眼鏡レンズ１と共に用いられ
るフレームの外側で眼鏡レンズ１のまわりを通過し、目に達する放射。
【００３５】
　Ｄ2：眼鏡レンズ１のまわりを通過して目に達する前に、地面又は水面などの着用者の
環境に含まれる要素によって拡散されるので、太陽から間接的に生じる放射。
【００３６】



(8) JP 5723066 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

　Ｄ3：目に達する前に、着用者の皮膚又は眼鏡レンズフレームによって拡散されるので
、太陽から間接的に生じる放射。
【００３７】
　これらの放射フローは、特にＵＶ放射に対して当てはまる。
【００３８】
　放射フローＴ及びＲは、眼鏡レンズの特徴、特にその透過値及び反射値にそれぞれ依存
する。しかし、それらは又、眼鏡レンズ寸法、基本値、プリズム値、広角値などの更なる
眼鏡レンズの特徴に依存し得る。眼科において周知のように、眼鏡レンズの基本値は、そ
の正面の基準点における眼鏡レンズの曲率値に関係する。眼鏡レンズ１に対する放射フロ
ーＴ及びＲの発生方向ゆえに、これらのフローＴ及びＲは、同時には存在しない。実際に
は、放射フローＴは、着用者の顔が太陽側に向けられている場合に、ゼロではなく、その
とき直接太陽放射は、眼鏡レンズ１の背面１ｂに達することができない。反対に、放射フ
ローＲは、着用者の顔が太陽から離れるように向けられている場合に、ゼロではなく、そ
のとき直接太陽放射は、眼鏡レンズ１を通過するために眼鏡レンズ１の前面１ａに達する
ことができない。しかし放射フローＴ及びＲは、眼鏡レンズ着用者が、最初に南方向に面
してから、北方向から約３０°オフセットされた北側まで回転している場合に、次々に発
生し得る。
【００３９】
　更に、放射フローＴは、着用者の頭の方位に、しかし又日中の時間及び太陽の高さに関
する地球表面の緯度に依存する入射角ｉT、広角度等の値を備えた眼鏡レンズ１の前面１
ａに当たる。しかしながら、入射角ｉTが大きすぎない限り、透過が、通常、限られた範
囲でのみ変化するので、入射角ｉTに関して０°（度）で眼鏡レンズ１を通る透過用の値
が、ほぼ常に当てはまると考えてもよい。入射角は、眼鏡レンズ１の前方へ、即ち前面１
ａから先へ向けられた基準方向ＦＤに対して測定される。
【００４０】
　眼鏡レンズの背面１ｂにおける放射フローＲ用の入射角ｉRの値は、フローＲが、眼鏡
レンズ１のエッジと着用者の頭との間を伝播できるようにする必要がある。それゆえに、
放射フローＲの入射角ｉRの値は、再び基準方向ＦＤに関して、１３５°～１６０°、よ
り多くの場合に１４５°～１５０°である。かかる角度値は、図１に実際には現れない。
なぜなら、放射フローＲの伝播方向が、この図の断面内に含まれないからである。直接太
陽放射が、同時には、ｉT角度で眼鏡レンズ１を透過されず、ｉR角度で反射されないこと
が再び繰り返される。
【００４１】
　放射フローＤ1～Ｄ3は、眼鏡レンズ透過値及び反射値に依存しないが、しかしそれらは
、眼鏡レンズ寸法、フレーム及び着用者の顔の幾何学的特徴などの他のパラメータに依存
する可能性がある。更に、放射フローＤ2及びＤ3のエネルギスペクトル分布は、これらの
フローが目に達する前に拡散されるので、太陽照射のみには依存しない。この理由で、拡
散要素のスペクトル拡散効率は、重要な役割を果たす可能性がある。単純にするために、
眼表面におけるフローＤ1～Ｄ3のそれぞれの放射エネルギは、結果としての放射寄与Ｄ内
で合計されてもよく、その結果としてＤ＝Ｄ1＋Ｄ2＋Ｄ3である。放射寄与Ｄの総エネル
ギ値が、放射フローＴ又はＲのエネルギ量よりはるかに少ないいくつかの状況に関して、
又は指標値計算における単純化のために、放射寄与Ｄがゼロに等しいと見なしてもよい。
【００４２】
　国際規格ＩＳＯ１３６６６は、太陽ＵＶＡスペクトルにおける透過と同様に、太陽ＵＶ
Ｂスペクトルにおける透過を計算するための方法を示す。両方とも、ＵＶ放射用の相対ス
ペクトル有効度関数Ｓ（λ）を掛けられた太陽スペクトル照射Ｅｓ（λ）で重み付けされ
た眼鏡レンズのスペクトル透過の、対応するＵＶＡ及びＵＶＢ波長領域にわたる連続和、
即ち積分として表現される。次に、Ｓ（λ）とＥｓ（λ）の積が、スペクトル透過の実際
の重み関数として現れ、Ｗ（λ）と表示される。本説明の文脈において、透過及び透過率
は、それらが基準領域係数によって相互に関連付けられることを光学における当業者が知
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っていという条件で、等しく用いられる。
【００４３】
　図２ａは、一緒に連結されたＵＶＡ及びＵＶＢスペクトルに対応する、ＵＶ総太陽スペ
クトルにおける眼鏡レンズの透過用の式を含む。この式は、ＵＶＡ及びＵＶＢ領域用の規
格ＩＳＯ１３６６６の式と別々に一致する。上記で報告された指示に従って、総太陽スペ
クトルＵＶＡ＆ＵＶＢは、２８０ｎｍ～３８０ｎｍにわたる波長領域に対応してもよい。
τ（λ）は、眼鏡レンズを通したスペクトル透過を示し、τUVは、眼鏡レンズの平均ＵＶ
太陽透過とも呼ばれる、眼鏡レンズのＵＶ透過である。
【００４４】
　図２ｂは、眼鏡レンズの背面におけるＵＶ放射反射のために図２ａに対応する。Ｒ（λ
）は、眼鏡レンズ背面におけるスペクトル反射を示し、ＲUVは、眼鏡レンズの平均ＵＶ太
陽反射とも呼ばれる、眼鏡レンズ背面におけるＵＶ反射である。
【００４５】
　図２ａ及び２ｂにおけるＵＶ透過及びＵＶ反射の両方の式において、ＵＶ波長領域にわ
たる連続和は、例えば５ｎｍの波長ピッチを用いて、離散和と置き換えてもよい。太陽ス
ペクトル照射Ｅｓ（λ）及び相対スペクトル有効度関数Ｓ（λ）の値が、適切に補間され
るならば、他の波長ピッチの値が、代替として用いられてもよい。規格ＩＳＯ１３６６６
の付録Ａは、２８０ｎｍ～３８０ｎｍで、５ｎｍのピッチを備えた各ＵＶ波長λ用の太陽
スペクトル照射Ｅｓ（λ）及び相対スペクトル有効度関数Ｓ（λ）の値を備えた、図２ｃ
に再現された表を含む。従って、この表は、ＵＶ透過値及びＵＶ反射値を計算するために
用いることができる。
【００４６】
　図３ａは、本発明の指標値用の可能な数式を示す。この指標は、目－太陽保護係数を表
すＥ－ＳＰＦ（登録商標）と表示される。この式において、
　ＢＮは、一定でゼロではない基本数であり、指標用のスケールファクタとして働く。
【００４７】
　τUV（ｉT）は、入射角値ｉT用に評価される、上記のような眼鏡レンズのＵＶ透過であ
る。
【００４８】
　ＲUV（ｉR）は、入射角値ｉR用に評価される、上記のような眼鏡レンズ背面のＵＶ反射
である。
【００４９】
　α及びβは、それぞれ、ＵＶ反射ＲUV及びＵＶ透過τUVの係数である。
【００５０】
　γは、一定値である。
【００５１】
　図１に関連して報告された幾何学的考慮との一貫性のために、ＵＶ透過τUVは、３０°
未満である、眼鏡レンズ１上へのＵＶ光線の入射角ｉTの第１の値用に提供してもよい。
ＵＶ反射ＲUVは、１３５°～１６０°である、眼鏡レンズ１の背面１ｂ上へのＵＶ光線の
入射角ｉRの第２の値用に提供してもよく、両方の入射角ｉT及びｉRは、眼鏡レンズの前
方に向けられた基準方向ＦＤから測定される。
【００５２】
　両方の係数α及びβ用に非ゼロ値を用いていることは、取得される指標値が、ＵＶへの
目の暴露が眼鏡レンズを通した放射透過による状態に対して、しかし又ＵＶへの目の暴露
が眼鏡レンズの背面における放射反射による場合の状態に対して意味があるようにするこ
とができる。これは、特に有利である。なぜなら、背面反射によるＵＶへの目の暴露は、
例えば、外側の眼鏡レンズエッジと着用者のこめかみとの間の大きな開いた隙間を伴うサ
ングラスを用いた、且つ太陽の高さが低い状態に対するいくつかの場合に、長い期間にわ
たる暴露への最も重要な寄与を形成し得るからである。
【００５３】



(10) JP 5723066 B2 2015.5.27

10

20

30

40

50

　好ましくは、基本数ＢＮに対する係数βの比率、即ちβ／ＢＮは、０．０１～１の範囲
であってもよい。同様に、比率α／ＢＮも又、０．０１～１の同じ範囲であってもよい。
より好ましくは、α／ＢＮは、１以下に留まりながら、昇順優先の順序で０．２、０．４
、０．５又は０．６以上である。同時に、β／ＢＮは、再び１以下に留まりながら、昇順
優先の順序で、０．４、０．５、０．６又は０．７以上である。好ましい組み合わせでは
、α／ＢＮ及びβ／ＢＮの両方とも０．５～１の範囲である。
【００５４】
　一般に、係数α及びβは、係数β用の眼鏡レンズ面積、及び係数α用の、眼鏡レンズと
着用者のこめかみとの間の開いた隙間の面積など、眼鏡レンズ又は眼鏡レンズ着用状態に
関する幾何学的係数の役割に特に表す。両方の係数β及びαは、それぞれ放射フローＴ及
びＲに対応する、着用者の目に当たる直接太陽ＵＶ強度及び着用者の頭の背後から眼鏡レ
ンズの背面に当たる直接太陽ＵＶ強度用にそれぞれ実行される光度測定から取得してもよ
い。かかる測定のために、昼間の照度パラメータ、眼鏡レンズと共に用いられる眼鏡フレ
ームのサイズ及び着用パラメータ、並びに眼鏡レンズの基本パラメータの中から選択され
るパラメータ用に、基準値が使用されてもよい。かかる測定のいくつかのインプリメンテ
ーションにおいて、係数α及びβは、太陽時、着用者の頭の方位、着用者の頭の傾斜、季
節、年内の日付、地球上の緯度等の中から選択される、照度パラメータにおける変化する
いくつかのパラメータを用いて実行される平均測定結果から取得してもよい。
【００５５】
　一定値γは、総放射寄与Ｄを表す。それは、本発明の単純化されたインプリメンテーシ
ョン用にゼロであってもよく、又は着用者の目に達する前に拡散される太陽ＵＶ放射フロ
ーＤ2及びＤ3を含むＵＶ強度量の、昼間における基準状態で実行される測定から取得され
た値を備えた非ゼロであってもよい。この場合に、一定値γを取得するために測定される
ＵＶ強度量は、この放射フローが、眼鏡レンズを着用者が着用した場合に、眼鏡レンズと
共に用いられるフレームの周囲エッジの外を通過した後で着用者の目に達するような入射
方向を備えた直接太陽ＵＶ放射フローＤ1を更に含んでもよい。
【００５６】
　係数α及びβ並びに一定値γは、着用者をシミュレートするダミーモデルの頭の目の位
置に置かれたセンサを用いた照射測定によって決定してもよい。測定は、日射環境におい
て行われ、眼鏡レンズは、それが着用者によって実際に着用されているかのように、同じ
位置でモデルの頭の眼鏡に取り付けられる。
【００５７】
　第１の実験において、眼鏡レンズの背面は、ＵＶ阻止材料、例えば、眼鏡レンズの前面
に当たり、且つその背面に透過される全ての可視及びＵＶ光線と同様に、背面に当たるＵ
Ｖ光線を吸収する不透明な材料によって覆われる。従って、前方から眼鏡レンズを通して
、且つ後ろから眼鏡レンズ背面における反射で生じることになるＵＶ光線は、センサに達
しない。次に、一定値γを決定することができる。
【００５８】
　第２の実験において、ＵＶ阻止材料は、眼鏡レンズの前面を覆う。次に、センサは、一
定値γに加えて、眼鏡レンズの背面での反射による照射部分を測定する。係数αの値は、
このように計算することができる。
【００５９】
　第３の最後の実験において、着用者の目が受ける全照射は、センサによって測定され、
係数βの値も又取得することができる。
【００６０】
　図３ｂは、本発明の好ましいインプリメンテーション用に図３ａに対応する。このイン
プリメンテーションにおいて、ＵＶ反射ＲUV及びＵＶ透過τUVの両方における係数α及び
βは、１に等しく、一定値は、ゼロである。即ち、α＝β＝１及びγ＝０である。基本数
ＢＮも又、１に等しくてもよい。例えば、このように計算されるＥ－ＳＰＦ値は、１４５
°の入射角ｉRに対して評価されるＵＶ反射用の値、及び０°の入射角ｉTに対して評価さ
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れるＵＶ透過用の値に基づいてもよい。かかるＥ－ＳＰＦ値は、図２ａ及び２ｂの式に従
って取得されるＵＶ透過値及びＵＶ反射値から、任意の眼鏡レンズ用に計算するのが簡単
である。
【００６１】
　Ｅ－ＳＰＦ指標用の図３ｂの式は、２つの基本眼鏡レンズを、基本眼鏡レンズの背面に
配置された２つの反射防止コーティングと組み合わせることによって得られた４つの眼鏡
レンズを評価するために用いられた。基本眼鏡レンズ１と表示された第１の基本眼鏡レン
ズは、入射角ｉTのゼロ値において約５％に等しいＵＶ透過τUV（０°）を有し、基本眼
鏡レンズ２と表示された第２の眼鏡レンズのＵＶ透過τUV（０°）は、ゼロである。コー
ティング１と表示された第１のコーティングは、主として可視波長領域において効率的で
あるのに対して、コーティング２と表示された第２のコーティングは、入射角ｉRの約１
４５°において、ＵＶ領域における背面反射を最小化するように最適化された。従って、
両方の基本眼鏡レンズ１及び２に関して、コーティング１のＵＶ反射ＲUV（１４５°）は
、約１３％に等しく、コーティング２のそれは、約４％に等しい。以下の表は、４つの眼
鏡レンズ用に取得されたＥ－ＳＰＦ値を集約する。
【００６２】
【表１】

【００６３】
　従って、本発明は、ＵＶの危険性に対して眼鏡レンズのそれぞれによって提供される目
の保護に関して、眼鏡レンズを簡単且つ効率的に分類できるようにする。最初に、それぞ
れの指標値が、眼鏡レンズにおける各眼鏡レンズに対して計算される。次に、眼鏡レンズ
用にそれぞれ取得された指標値は、互いに比較される。
【００６４】
　一般に本発明に関して、指標値の分母における加法公式の結果、即ちα・ＲＵＶ＋βτ

ＵＶ＋γは、昼間の屋外の照度状態をシミュレートするように設計された卓上光度計を用
いて、眼鏡レンズで実行される測定から直接取得してもよい。この目的で、重み関数Ｗ（
λ）を再現するように選択されたフィルタを恐らく備えたＵＶ光源、及び任意選択的に、
放射フローＤ１～Ｄ３を再現するための追加ＵＶ光源が、眼鏡レンズ１の前に及びその後
ろに１８０°－ｉＲに等しい角度オフセットで位置してもよい。全てのＵＶ光源は、同時
に作動され、眼鏡レンズの後ろに位置するＵＶ光度計が、眼鏡レンズに関し、着用者の目
の位置で総ＵＶ放射量を捕捉する。
【００６５】
　本発明は、すぐ上の明細に関していくつかの詳細を適合又は修正しながら、しかしその
利点の少なくともいくつかを維持しながら実施され得る。特に、挙げられた数値は、単に
説明目的のためであり、適応され得る。
【００６６】
　更に、本発明の代替インプリメンテーションは、ＵＶ透過τUV及びＵＶ反射ＲUVの両方
の値を計算するために用いられる、ＵＶ放射の波長領域を修正することによって取得して
もよい。次に、指標値Ｅ－ＳＰＦは、ＵＶ透過τUV及びＵＶ反射ＲUVの値に基づいて、選
択されるＵＶ波長領域用に取得されるが、これらのＵＶ透過τUV及びＵＶ反射Ｒは、この
選択されるＵＶ波長領域用に計算された。従って、修正されたＵＶ波長領域は、全体とし
て２８０ｎｍ～３８０ｎｍにわたるＵＶＡ＆ＵＶＢの代わりに、図２ａ及び２ｂの公式に
おいて考慮されることになり、ＵＶ透過τUV及びＵＶ反射ＲUV用のもたらされた結果は、
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【００６７】
　これらの代替インプリメンテーションの第１のインプリメンテーションにおいて、詳細
な説明で前に使用されたような２８０ｎｍ～３８０ｎｍのＵＶ波長領域は、２８０ｎｍ～
４００ｎｍの拡張ＵＶ波長領域と置き換えてもよい。
【００６８】
　代替インプリメンテーションの第２のインプリメンテーションにおいて、ＵＶ波長領域
は、３１５ｎｍ～３８０ｎｍのＵＶＡ放射に制限してもよい。次に、図２ａ及び２ｂの公
式は、ＵＶＡ透過値即ちτUVA、及びＵＶＡ反射値ＲUVA用の値につながる。次に、ＵＶＡ
放射のみに関係する指標Ｅ－ＳＰＦ用の値Ｅ－ＳＰＦ（ＵＶＡ）が取得される。
【００６９】
　第３の代替インプリメンテーションは、第２のインプリメンテーションのＵＶＡ波長領
域の代わりに、２８０ｎｍ～３１５ｎｍのＵＶＢ波長領域のみを用いることによって、同
様の方法で取得される。従って、ＵＶＢ放射に関係するＵＶＢ透過値τUVB、ＵＶＢ反射
値ＲUVB、及び指標Ｅ－ＳＰＦ（ＵＶＢ）用の値が取得される。
【００７０】
　しかしながら、以下の不等式に注意を払うべきである。
【００７１】
　τUVA＋τUVB≠τUV。この後者のτUVは、ＵＶＡ及びＵＶＢ領域のマージを用いて、図
２ａに示されている通りである。
【００７２】
　ＲUVA＋ＲUVB≠ＲUV。後者のＲUVは、ＵＶＡ及びＵＶＢ領域のマージを用いて、図２ｂ
に示されている通りである。
【００７３】
　Ｅ－ＳＰＦ（ＵＶＡ）＋Ｅ－ＳＰＦ（ＵＶＢ）≠ＥＳＰＦ。この後者のＥ－ＳＰＦ値は
、τUV及びＲUVの値がＵＶＡ及びＵＶＢ領域のマージ用に取得される図３ａ又は３ｂの公
式からもたらされる通りである。
【図面の簡単な説明】
【００７４】
【図１】眼鏡レンズ着用者の目に当たる放射流を示す。
【図２ａ】眼鏡レンズ用のＵＶ透過値及びＵＶ反射値を計算するための数式を再現する。
【図２ｂ】眼鏡レンズ用のＵＶ透過値及びＵＶ反射値を計算するための数式を再現する。
【図２ｃ】本発明のインプリメンテーションにおいて使用可能なスペクトル重み値を含む
表である。
【図３ａ】本発明に従って指標値を計算するのに適した可能な数式を再現する。
【図３ｂ】本発明に従って指標値を計算するのに適した可能な数式を再現する。
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